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[Ni(dmit)2]δ– complex shows conductivity when 0<δ<1 and magnetism for δ=1. In our 

laboratory, we succeeded in the preparation of Li2([18]crown-6)3[Ni(dmit)2]2(H2O)4, 

containing a Ni(dmit)2
- unit, with δ = 1, and a supramolecular Li+[18]crown-6 cation. We 

achieved selective ion exchange in solid state. In this study, we aimed to crystalize similar 

compound which combine electron conduction and ion exchange functions. 
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[Ni(dmit)2]δ－錯体は 0<δ<1 のとき結晶に導電性を与え、δ=1 で磁性を与える分子と

して知られている。当研究室ではこれまでに[Ni(dmit)2]–錯体と、リチウムイオンと

[18]crown-6 からなる超分子カチオンとを組み合わせた結晶 Li2([18]crown-

6)3[Ni(dmit)2]2(H2O)4の作製に成功している 1)。結晶内には、リチウムイオンを包接し

た[18]crown-6 が b 軸方向に一次元に配列することでイオン伝導可能なチャネル構造

を形成していた。この結晶を１M の KCl 水溶液に浸したところ、結晶状態を維持し

たままチャネル内のリチウムイオンが全てカリウムイオンへと交換されることを明

らかにしている 2)。 

そこで、本研究ではチャネル構造を有する導電

性結晶のイオン交換を試みた。具体的には、

[Li0.42([18]crown-6)][Ni(dmit)2]2
3)を１M の KCl 水溶

液に浸すことでカリウムイオン交換を行った。単

結晶 X 線構造解析から、イオン交換後の結晶は完

全には解析できていないものの、晶系は斜方晶

系、空間群は Fddd と示唆された。次にイオン交

換前後の結晶についてそれぞれ抵抗の温度依存

性測定を行った。測定の結果からイオン交換前後

で抵抗および活性化エネルギーの低下が観測さ

れた。当日はイオン交換前後の結晶について構造や物性の詳細な変化について報告す

る予定である。 
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図１. 抵抗の温度依存性 
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